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HitachiMotor-Roller

By Kun'ichiHashimoto,Eijir6Yamazakiand Kash6Sud6

Kameido Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

The motor-rOllerisa typeof a conveyor which,uSedin a group consisting of

severalunits arranged at a suitablepitch,tranSpOrtSrOlled materialsandthelike･

While smallrollerscan be operated with ease by hand,1arge-Sized roller equlpment

ordinarilycomprlSeSmOtOr-rOllerunitsforabetterrollinge伍ciencyoftheequlpment,

an essentialfactor for the mass production of rolled products.

Themotor･rOllerisprovidedwithelectricmotorandmagneticbrakewhichare

designed to withstand a highfrequency ofreverslngOperationunderratedloads;

theirconstruction must combine sturdiness with smooth,1ight movability of the

mechanism.The writers,introducting theHitachi,smotor-rO11erwhichwassupplied

forJapan SteelPipe Manufacturing Co.,discuss the construCtion,e伍ciency and

features of the motor rollers.

〔Ⅰ一l緒 盲

モートルロrラーはこれを適当なピッチにならべ,圧

延材料等の運搬を行う-一一種のコンベヤであるニ∴重溝板

ドール機や趣く小型のロール機でほ材料の は人力に

より容易に行われるが,分塊-ユー¶ル機や大型ドール機等

の大きな材料を 搬するものは圧延効率を向上せLふ7)て

多量生産を行うたれ モートループーラーを必ず附

ているっ

させ

本機ほ第l図に示すように廿本錬管株式会社川崎製鉄

所に据付けられたもので,分j鬼工場熱鋸機前後面ローラ

←用として負荷に1~■分堪え,堅牢で軽快に運転するよう

に設計製作されている._.･

木椀の仕

[ⅠⅠ〕仕

は次の通りでふ三､
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減 速 比…..……‥‖………‥1:4
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動 機 部

型

出

極
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周 波

回 転

絶

起動ト ル

停動ト ル

磁制動機

型

電

周 波
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絶

式……….全閉篭形高起動トルク

力.

動機(TOY-K)

‥‥‖.1HP

数……………………….8

数……………………….3

圧...………‖……….200V

数…………‖‥.………50凸ワ

激………………‥750r.pJn.

壕.‥..
...B種

ク………………‥ 2.2kg-m

ク……………..‥,2.4kg-m

式….オーバハング式,蝉相ポスト

型,スプリング制動(ES-SA)

圧…………‥‖……‥ 200V

数……………………‥50⊂b

力……電動機定格トルクの150%

禄‥.
‥‥‥‥‥....B種

〔ⅠⅠⅠ〕構造及び特長

本機ほ製鋼所に放て圧延された大型ビレットの移 作

業に位悶されるもので,1,200回/hr の頻度に堪えられ

に

ゝ
ヘ
ノ

よる された棒めて堅牢な構造である｡且つビレ

ワト移送能力の増大をはかり,ロ←ラ←間隔をできるだ

け狭くするように合理的な設計になっている∴第2図～

第5図に示すように点検手入に際Lては機械全体を斬付

第36巻 第5号

基礎台から簡単に着脱できるような特殊構造とし,電動

機部分との分離,ローラー部分の分解組立が容易にでき

るようになっている｡

(1) ローラー及びギヤ一部分

ローラーほ両側に配置された軸受台に安手毒され,その

一端に取付けられたギヤ←ケ←ス内の減速ギヤーを介し

て電動機並びに電磁制動機に直結されている｡

第2図

Fig.2.

モートルロ←ラーTOY-KIHP(8極)
Motor-RollersTypeTOY→-KIHP8Poles

ヽ.

第3図

Fjg.3.

モートルロ←ラーTOY-KIHP(8極)
Motor-Roller TypeTOYqKIHP8Poles

第4図

Fig.4.

｢+仙

磁制動機付モート ル ロ
ーラ

←

TOY-KIHP(8棒)

Motor-Rol]er with Magnetic Brake

Type TOY､KIHP8Poles

:-･
l‥

､
､-､

ノ∴■-■:~､

第5区†

寺∵-トルロ←ラ←寸法図

Fig.5.

Dimensions of Motor,

Roller
′
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ローラ←は衝 に対Lても十分な強度をもった肉厚の

鉄を用い,ローラ←シャフトに焼飯めされ,置キ←-Lヒ

めにしてある｡,

ロ‥-ラーを支持する軸受台ほ鋳鉄製で,軸の外部への

貫通部にほすべてオイルシ←ルを使用し,油の

止Lてt･､る｡ノ軸受台内面には特殊の耐

洩を防

塗料を焼

付塗布してある｡軸受ほギヤ←ケース側をダブルテーパ

ーロ1-ラベアリング,反対側をスフェリカルローラーべ

アリングとし,衝 及びスラスト荷茸に対Lて十分

な安全度をもたしてある｡

ピニオンほ肌焼鈍を使用L惨炭焼入れによる表~面処理

を施し,ギヤ←はニッケルクローム銅を使用して

硬度に調質処理を施し,共に正確な歯切並びにラッ

グ作業を行っているので苛酷な使用状態におかれても大

きな耐衝撃性,耐磨耗性をもち,常に円滑な伝達を行う

ことが出来る｡

減速ギヤ十及び軸受にはすべて油む使用し,ギヤ←ケ

ースの軸の貫通部はオイルシールによって完全に密封さ

れ,内面には特殊の耐熱耐油 料を焼付 布Lてある〔ノ

更に特殊構造のブリ←ザ←を設けて直接間接にうける熟

の影響によって生ずる油滴の変動を防Jl二している｡.第`

図ほギヤーケ←スを取外Lたところを元すものであるっ

(2)電 動 機

動機の構造ほ箭

な特長をもっている｡

な使桂にも堪え,次に示すよう

(A)外被の構造

鉄粉その他の塵填を防ぐため全閉型構造としノ,冷却効

をよくするために放熱リブをつけているのて機楓的な

強度も大きい｡

(B)固定子巻線と絶縁

高 に十分堪えるように固定子線輪には耐熱ワニス処

理を施した無アルカリガラス絶縁 線を位相し,絶縁処

理にほグリブタル耐熱ワニスを使用LたB種絶縁になつ

ている.〕

(C)回 転 子

深 塾で導電部にほ莫鎗を便≠Lてエンドリングと真

銃口ー付けとし,機械的に十分強くなっている._.又シャフ

トは良質の銅材を使mLて大きな安全率を探ってある｡

(D)軸 受

軸受には厳選されたボールベアリングを使用し,安全

率を十分にとってある｡.又ダリ←スは耐熱性のもので,

グリ←スが外部へ漏洩Lないようにオイルシールを伸用

している｡､

(3)電磁制動機

従来モーいレローラーを逆転する敏和･よ迎相制動を行

っていたか,頻度が1,200回仲rという用途に対Lてほ

855

第6囲

Fig.6.

ギ ャ
ー ケ ー ス を ~取外

Roller Part Detachedfrom

at the Gear Case

し た 部分

tbe Motor

第7図 磁 制 動 機

Fig.7.Magnetic Brake

動機にとって最も苛酷な条件となり,

堪えられない｡本

緩もB種では

うに高頻度の起動

停_l上を繰返す用途をこ十分堪えるように設計

のである｡

本機ほ

作されたも

動機にオーバハングされたポスト型プレ←キ

で,電磁石部分及びブレ←キ部分共に取付台上に′｣＼到に

低められ,ブレーキドラムを 様に取付けたまゝ容易

に電磁ブレーキのみ取外すことができる-第7図ほ電磁

制動機の外観写真である二､

(A) 磁石部分

めたの度頻高

による

L､のハンマーリングによる破損や衝

敵を防止するた捌こ衝程を従来のもの⊥半分艮

下とLた｡又電磁線輪はB種絶縁とL,ボビン全体を防

振ゴムによって吊り,振動による断線,絶縁破損を防止

Lてある｡

(B)プレ←キ部分

高頻度に堪えるためポストやピン等ほ熱処理を施L,

最も回転動作の大きいレバー,軸受にほオイルレスメタ

ルを使用Lている｡ブレーキライニングにほ

高引瞥耗の少ない(しかも 高

係数が

に耐える良質のアスべス
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1､ライニングを使用Lている.っ又ブレーキシュー及びブ

レーキドラムの制動容量を大きくするため,温度上昇が

低くなるように通風には特に考慮し,ブレーキライニン

グの寿命を長くしてある｡制動力の 整,ブレーキライ

ニングの取替等も外部から簡単にできる構造になってい

心.､

〔ⅠⅤ〕性 能

高頻度の可逆運転を行うモートルローラーの性能とL

て備えなければならない安件は大体次の通りである

(1)

(2)

(3)

(4)

起動7之び制動トルクの平均値が高いこと

GD2 が′トさいこと

発生した熱を有効に放散できること_､

可逆運転に堪える機械的通産をもつこと

以上は互に関連し起軌道転を早くするためにも,叉

発生熱を少くするた捌こも,GD2を小さくする必要があ

仁)こ)

(り ト ルク特性

可逆運転を行う場合の

8図の㊤が最も

の速度一斗ルク特性ほ第

している､)このような高滑りのトルク

特性にするため回転子に真鎗を使用して高抵抗にLてあ

る.∴本電動機の1､ルクは

起動トルク 220.%` 停動トルク 240%

制動トルク180㌔ 起動 流 250.%

てふって･高滑り高トルクで可逆運転に最も適Lた性能

を示している･｣叫広子のGD2も柄力′J､さくしてある.二

(2)起動及び制動時間

高頻度の可逆 ためには極力起動及び制動時

iF一日を′J＼さくする必要がある｡第9図ほ

しないで逆相制動によって可逆

磁制動機を附属

転を行った場合,又第

10図は電磁制動機によつで･--･度停止し,逆方向に起動す

るような場獅〕オ､∵･シロブラムを云Lている.二 これによ

かほ0･55secl､l下の矧時粁ご起動,制動を行っている

ことが判るご

Fig･8- Speed-Torque Characteristics

論 第36巻 第5号

(3)温 度 上 昇

起動及び制動特性をよくするため高滑り篭形回転子な

探周Lている｡起動及び制動時の熱損失ほ巻線型の列都

政杭に発生するのとは異りモートレプレ←ム内で発生す

るため,温度上昇が高くなる 念がある.｡

の用途に対してほ電磁制動機付を條用L,

ない用途にほ制動機を附属Lておらない.コ

‥βりし

｣
】
】

控相制計

本機は高頻度

頻度の割合少

電磁制動機付

､軍j革_J肇｣

第9図

Fig.9.

起 動 及 び 制 動 特 性

Starting and Braking Characteristics

第10図

Fig.10.
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起動及び制劫特性(電磁制動機付)

StartingandBrakingCharacteristics

(Machine Provided with Magnetic

Brake)
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第11図 温 J菱
.特

性

Fig.11.Temperature Rise Characteristics
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電動機を1,200回/br起動,停止Lた場合の固定子線輪

の温度上昇は 50〇C で,十分高頻度に堪えられる｡.

電磁制動機を附属しないで逆相制動を用いて正う

を行った場合の温度上昇は第11図の通りである｡_･これか

らB種絶縁では800回/hrの正j

か知られる｡

転に堪えられること

なお木論文でほ報告を省略LてあるがH種絶縁のもの

も製作した｡H種にすれば温度上昇限度を1150Cにと

れるの七1,200回/hrの正逆運転に十分堪えられる′_.

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5｣/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

5/上旬

4/1～5

4/1～5

[Ⅴ〕結 盲

最近の装飾所に放ける諸設備は近状化さ′きし)/1＼ニさ)り,

高能率の機械を要求されているが,モートルロ~ラ←P〕

利用もその･一である｡,今回製作したモー1､ルローラーは

既に実際運転に入り好調子を け,その高能率上ト㈲昭

とを十分発揮しつゝある｡.･今後更に各種モートルロ･-ラ

ーの 作を進めるつもりであるので需要者各位の御指導

と御鞭捷を御解いする次第である｡

日立製作所社員社外講演一覧表(昭和29年1月受付分)
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篭形 電動機のローター
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好 評 と 新 案

(第12頁より続く)

区 別

実用新案

実用新案

登録番号

410604

410612

410623

410629

410640

410641

410643

410644

410616

410635
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410642
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410617

410624

410625

410630

最近登録された日立製作所の特許及び実用新案

工場別

起重機に用いられるメカニカルブレ←キ

タワーエキスカベータ等に放けるローブ移
動表示装置

回 転 ダ ン

車由 実

天井走行

ハ
■･･･････

の

付 避 止 弁

油 箱

重機の8輪式走行装置

天井走行起重機の走行用制動装置

掘削機に於ける加熱器付空気制御装置

鋼 索 引 止 装 置

印刷機に於けるインキローラ軸受住着装置

印刷機に於ける汚染防止用ガイドロ㌧-ラ

印刷途上に於ける印刷紙の乾燥装置

印 刷 機 の イ ン キ 鷺拝 装 置

冷 蔵 庫 椰 網 装 置

冷 蔵 庫 用 コ ン デ ン サ

冷 蔵

小 型 電 機 器 カ

電 動

遠 心､二分･頁娃

房∃ 風

光学機械に於ける光源位置

庫

整装置

光度計等に放ける光源位置調整装置

光学機械の光源位置

Ⅹ 緑

速 回 転 軸 の 結 合 装 置

心 分離機 の 下部軸受装置

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

川崎工場

川崎工場

川崎工場

川崎工場

栃木工場
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多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

江 守

大 西

寺 田

(その2)
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